








 

まえがぎ 

 放射線は染色体の切断と再結合による構造異常を誘発するが,その出現頻度

は放射線量に比例することが証明されている。したがって,放射線照射によって

生殖細胞の染色体にも同様の障害を誘起することは当然予想される。他方,人類

一般集団において,生殖細胞に生じた染色体の構造異常や異数性異常に基く異

常個体が一定の頻度で出現することが確認されている。これら二つの事実を総

合すると,放射線被曝者の子供には,非被曝群と比較して,染色体異常個体頻度

の増加が予測され,その程度は親の放射線量に比例するという可能性が考えら

れる。本研究はこの推論を集団細胞遺伝学的見地から検討しようとするもので

ある。 


